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地形分類（ベクトルタイル）

地形特性情報
地形特性情報の代表的なものとして、土地の持つ自然災

害リスクを可視化する「地形分類」、過去の火山活動によっ
て形成された地形や噴出物の分布を示す「火山土地条件
図」があります。地形分類に示す「後背湿地」は他の地形
に比べ土地が低く、浸水の影響を受けやすいことが知られ
ています。このように可視化された土地の特性は、防災
計画や地域開発計画等の基礎情報として活用されています。

ハザードマップポータルサイトでは、自然
災害の危険性や避難所についての情報を公
開しています。防災に役立つ様 な々コンテン
ツを重ね合わせたり（左図）、全国の市町村
が作成する最新のハザードマップを閲覧する
こと（右図）ができます。
見慣れた風景にも災害リスクは潜んでい

ます。ハザードマップを確認し、避難経路を
検討しましょう。

column

身のまわりの災害リスクを知る
（ハザードマップポータルサイト）

電子基準点
REGMOS
地震（≧M4.0）の震央 0 10 20㎞

（2020年12月～2022年7月）

指定緊急
避難場所

平成30年7月豪雨
関連の自然災害伝承碑

電子基準点
「珠洲」

洪水ハザードマップ

洪水によって想定される
浸水深：10.0m～20.0ｍ

真備総合公園
岡山県倉敷市真備町箭田 2208
対応している災害の種別
洪水　高潮　地震　津波　大規模な火事

防災地理情報
土地の成り立ちや土地の利用等に関する 地形特性情報と、災害伝承に関する 災害履歴情報 からなる 防災地理情報 の

整備・発信、それを用いた教育支援に取り組んでいます。これらを推進することで、国民の防災意識向上に貢献します。

災害履歴情報（自然災害伝承碑）
自然災害伝承碑は、過去に発生した自然災害の様相や

被害の状況等を先人達が後世に伝えるために作られた
石碑やモニュメントです。
2021 年度から重ねるハザードマップにも掲載を開始し、

地理院地図等への掲載数は、着実に数を増やしています。
防災教育や地域学習等の場でより多くの機会で活用され、
先人の教訓を未来へつないでいくことが期待されます。

2022 年度から高等学校で「地理総合」
が必履修化されました。充実した授業を
支援するため、生徒・教員の双方が利用で
きるウェブコンテンツ「地理教育の道具箱」
を公開しています。
その他「活断層の学校」の開催等、防災・

地理教育の支援を目的とした様々な取組を
行っています。

宮城県教育委員会資料より火山土地条件図

地理教育の道具箱
 「一目瞭然 ! イラストで学ぶ過去の災害と地形」

地域の防災力向上を目指す
防災・地理教育の幅広い支援

社会科の先生への講演

ウェブ地図上の
アイコン

2万5千分1
地形図上の地図記号

御嶽山噴火災害犠牲者慰霊碑

活断層の学校（活断層判読実習）

氾濫平野

台地

後背湿地

山地

溶岩ドーム火口

溶岩流

地 形と自然災害には密接な関係があります。その関係を読み解き、
用途に応じて地図に表現することで「防災地理情報」は作られます。

　また、防災地理情報に限らず、暮らしを取り巻く位置に関連する情報は
「地理空間情報」と呼ばれています。歴史的資料から最新の地図まで、
地理空間情報を簡単に検索・閲覧・入手できる環境を提供しています。

土地の特性を明らかにし、

多様な地理空間情報を

国民に届けます。
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都市圏活断層図
「庄内北部」

火山基本図 陰影段彩図「鳥海山」

火山土地条件図「鳥海山」
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